




















800 素掘工

掘削幅 1000 土留工

舗装版破砕 表層工(仮復旧)

現況路盤 路盤工

(埋戻転用) (新材)

B区分埋戻し

(砕石)

機械掘削

B区分埋戻し ※発生路盤材高

(発生路盤材) =現況路盤厚×0.95

A区分 

砕石基礎 

(埋戻し) 

砕石基礎(敷均し)

機械掘削  = 掘削幅 ×（平均掘削深 － 舗装厚）× 掘削延長

管基礎（A区分）

（再生切込砕石）  = （掘削幅 × A区分高 － 管断面積）× 基礎延長

管基礎（敷均し）

（再生切込砕石）  = 掘削幅 × 0.100 × 基礎延長

B区分埋戻し 分類：礫適用

（発生路盤材）  = （掘削幅 × 現況路盤厚 × 掘削延長）× 締固変化率：C 0.95：C

B区分埋戻し

（再生切込砕石）

発生土処理  = 掘削土量 － 路盤材料(現況)

土　工　定　規　図　（ P R P φ 2 0 0 ）
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 = 掘削幅 × B区分高（平均掘削深 － A区分 － 砕石基礎 － 復旧厚）× 掘削延長 － 発生路盤材土量
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項  目 数  量略　図　及　び　算　式
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